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号

外

主
な
各
地
の
震
度

午
後
２
時
熾
分
の
地
震
で
欷
主
な

各
地
の
震
度
は
次
の
通
り
盜

震
度
７
歳
宮
城
県
栗
原
市

震
度
６
強
歳
仙
台
市
欷
福
島
県
白

河
市
欷
茨
城
県
日
立
市
欷
宇
都
宮
市

震
度
６
弱
歳
宮
城
県
気
仙
沼
市
欷

福
島
県
郡
山
市
欷
水
戸
市
欷
栃
木
県

大
田
原
市
欷
岩
手
県
釜
石
市
欷
群
馬

県
桐
生
市
欷
埼
玉
県
宮
代
町
欷
千
葉

県
成
田
市

津波の影響で浸水した仙台空港（ＮＨＫテレビから）

気
象
庁
に
よ
る
と
欷
瀲
日
午
後
２
時
熾
分
欷
三
陸
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
欒
欟
ド
歉
Ｍ
歐
８
・
４
の
地
震
が
起
き
欷
宮
城
県

北
部
で
震
度
７
を
観
測
し
た
盜
同
３
時
炒
分
に
も
Ｍ
７
・
４
の
余

震
が
あ
り
欷
茨
城
県
南
部
な
ど
で
震
度
６
弱
を
観
測
し
た
盜
気
象

庁
は
北
海
道
か
ら
関
東
地
方
ま
で
の
太
平
洋
岸
に
大
津
波
警
報
を

発
令
盜
仙
台
新
港
に
高
さ
瀾
陰
の
津
波
が
到
来
し
た
ほ
か
欷
同
３

時
燎
分
に
福
島
県
相
馬
市
で
同
７
・
３
陰
欷
同
炮
分
に
は
岩
手
県

釜
石
市
で
同
４
・
１
陰
の
津
波
を
確
認
し
た
盜

Ｍ
傷柔徐
東
北
で
大
津
波

宮
城
震
度
７

岩
手
欷
宮
城
欷
福
島
欷
茨
城
各
県

に
よ
る
と
欷
岩
手
県
釜
石
市
欷
宮
古

市
欷
山
田
町
や
宮
城
県
の
沿
岸
部
を

津
波
が
襲
い
欷
家
屋
が
流
さ
れ
て
い

る
盜
宮
城
県
で
は
東
北
自
動
車
道
が

多
数
箇
所
で
損
壊
欷
同
県
柴
田
町
で

は
民
家
が
倒
壊
盜
県
警
に
よ
る
と
欷

石
巻
市
で
落
下
物
に
よ
り
１
人
が
死

亡
盜
他
に
仙
台
市
で
中
学
生
の
男
子

が
津
波
に
流
さ
れ
欷
行
方
不
明
に
な

檸
て
い
る
盜
茨
城
県
高
萩
市
で
は
屋

根
が
崩
落
し
１
人
死
亡
盜
消
防
に
よ

る
と
欷
岩
手
県
久
慈
市
侍
浜
町
の
桑

畑
漁
港
で
も
男
性
１
人
が
死
亡
し

た
盜
福
島
県
で
は
土
砂
崩
れ
で
５
世

帯
８
人
が
行
方
不
明
に
な
檸
て
い

る
盜

警
察
庁
に
よ
る
と
欷
岩
手
県
釜
石

市
内
で
は
橋
が
崩
落
盜
釜
石
港
付
近

で
は
欷
津
波
で
車
約
炳
台
が
巻
き
込

ま
れ
た
と
の
情
報
が
あ
る
と
い
う
盜

東
京
消
防
庁
に
よ
る
と
千
代
田
区

の
九
段
会
館
で
は
天
井
が
落
下
欷
烙

人
の
負
傷
者
が
出
て
い
る
他
欷
東
京

・
お
台
場
や
池
袋
な
ど
瀾
カ
所
で
火

災
が
起
き
て
い
る
盜

経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安

院
は
欷
東
北
電
力
女
川
原
発
は
運
転

を
自
動
停
止
盜
東
京
電
力
福
島
第

一
欷
第
二
原
発
も
運
転
を
自
動
停
止

し
た
と
発
表
し
た
盜

岩
手
欷
宮
城
欷
福
島
欷
千
葉
各
県

の
太
平
洋
沿
岸
で
今
後
予
想
さ
れ
る

津
波
の
高
さ
は
瀾
陰
以
上
欷
青
森
は

同
８
陰
と
い
う
盜

気
象
庁
は
欹
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
飮
と
命
名
し
た
盜
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沿
岸
４
町
で
避
難
指
示

旧
歴
舟
小
に
避
難
し
た
大
樹
町
浜

大
樹
地
区
の
住
民
歉
事事
日
午
後
４

時
ご
ろ
欷
佐
藤
圭
史
撮
影
歐

津
波
で
岸
壁
の
ト
イ
レ
が
水
没
し
た
十
勝
港
漁
港
区

歉
瀲
日
午
後
３
時
燼
分
ご
ろ
欷
長
田
純
一
撮
影
歐

十
勝
管
内
で
は
沿
岸
４
町
歉
広

尾
欷
大
樹
欷
豊
頃
欷
浦
幌
歐
の
海
岸

線
の
地
区
に
避
難
指
示
を
出
し
た
盜

豊
頃
町
は
午
後
３
時
５
分
欷
災
害

対
策
本
部
を
設
置
盜
同
烙
分
欷
大
津

地
域
の
１
４
９
戸
欷
３
３
８
人
に
避

難
勧
告
し
欷
同
熨
分
避
難
指
示
に
切

り
替
え
た
盜
住
民
は
大
津
コ
ミ
欒
ニ

テ
檪
セ
ン
タ
欟
に
避
難
し
た
盜
同
町

大
津
漁
港
で
は
午
後
３
時
熹
分
ご
ろ

急
激
に
水
位
が
下
が
り
欷
同
４
時
ご

ろ
津
波
が
岸
壁
を
越
え
欷
同
港
敷
地

内
に
流
れ
込
ん
だ
盜
大
津
漁
協
の
１

階
は
水
浸
し
に
な
檸
た
盜

広
尾
町
は
午
後
３
時
半
欷十
勝
港

か
ら
音
調
津
ま
で
の
住
宅
２
２
７

戸
欷４
９
８
人
に
避
難
指
示
を
出
し

た
盜午
後
３
時
字歯
分
ご
ろ
に
は
欷津
波

が
岸
壁
に
上
が
り
欷ト
イ
レ
や
軽
自

動
車
が
水
に
浸
か
檸
た
盜同
港
の
一

部
で
は
侍歯
陰
ほ
ど
津
波
が
流
れ
込
ん

だ
盜大
樹
町
も
浜
大
樹
欷旭
地
区
の
計

持字
世
帯
２
６
５
人
に
避
難
指
示
を
出

し
た
盜

帯
広
市
内
の
各
学
校
に
よ
る
と
欷

一
部
の
小
学
校
で
は
机
の
下
に
隠
れ

て
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
檸
た
盜集

団
下
校
し
た
学
校
も
あ
檸
た
盜

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
よ
る
と
欷道
東
地

域
を
含
め
ほ
ぼ
全
区
間
で
運
転
を
見

合
わ
せ
た
盜午
後
４
時
熏
分
に
帯
広

駅
に
着
い
た
Ｊ
Ｒ
根
室
線
餐
特
急欹
ス

欟
パ
欟
お
お
ぞ
ら
７
号
飮は
欷地
震
の

た
め
帯
広
｜
釧
路
間
の
運
転
を
取
り

や
め
欷バ
ス
４
台
で
代
替
輸
送
し
た
盜

帯
広
開
発
建
設
部
は
瀲
日
午
後
２

時
熾
分
欷鎌
田
貢
次
部
長
を
本
部
長

と
す
る
津
波
災
害
警
戒
本
部
を
設
置

し
た
盜帯
広
土
木
現
業
所
は
瀲
日
午

後
３
時
す
ぎ
か
ら
欷津
波
の
恐
れ
の

た
め
太
平
洋
岸
沿
い
の
道
道
の
一
部

を
通
行
止
め
と
し
た
盜

管
内
各
地
の
震
度

管
内
各
地
の
震
度
は
次
の
通
り
盜

▽
震
度
４
妻
鹿
追
欷
音
更
欷
帯
広
欷

芽
室
欷
池
田
欷
浦
幌
欷
更
別

▽
震
度
３
妻
上
士
幌
欷
新
得
欷
足

寄
欷
士
幌
欷
清
水
欷
幕
別
欷
豊
頃
欷

本
別
欷
中
札
内
欷
広
尾
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